
 

現場第一！ みなさんと一緒に地域の活動を     

各地域で防災講座 

高齢者通所事業所の避難訓

練でミニ防災講座を担当。 

初めて聴いたという方もあり

参考になったと言っていただ

きました。「ヘルプマーク」につ

いても、必要に応じて身に着

ける事も大事と紹介。 

雨天決行 夜間防災訓練 

災害時は昼の晴天の時ばかり

ではなく、どんな天候でも防災

訓練が必要と議会で訴え、まず

は地域防災アドバイザーと危

機管理室と共催で市として初め

て実施しました。当日の天候は

あいにく晴天でした。 

小学校の総合的学習にて 

防災に関する授業で全 4 年

生を対象に朝霞市地域防災

アドバイザーの立場でゲスト

ティーチャーとして講師を務

めました。みな真剣にメモを

取り質問も多く受けました。 

スポーツレクレーションの集い 

議会で障害の方々がスポーツ

を楽しめる場をと訴え、埼玉県

の事業を市で開催し、以来、市

の独自事業として継続開催い

ただいています。 

障害の有無に関わらず誰もが

楽しめる場です。 

市民相談から懇談会 

様々なご相談をいただく中、気

楽に話が出来るようにカフェで

の懇談会を随時行っています。 

（飲食は自己負担です） 

お気軽にお声がけください。 

 

産業文化センター内 caféCOZYにて 

地域まわり 

定期的に地域をまわり直接

みなさんのお声を聴かせて

いただいています。 

行政サービスについて、道

路修繕、危険個所、通学路

の安全対策等々、小さな声

をお聴きしています。 

地域に入ることで課題もみえてきます。これからも「とことん まめ に動きます！」 
防災ぷち情報（水害編）     

念願の電動アシスト自転車で地域に 総務常任委員長として行政視察へ 議会でみなさんの声を真剣に訴えます 

水害・土砂災害の防災情報の伝達が変わりました！ 

今回の改定により、気象庁から「警戒レベル３相当」以上の情報が出ても、 

市がただちに避難情報を発令するわけではありません。 

避難情報の発令については、従来と同様に、気象警報、河川水位、 

今後の雨量等の情報を総合的に判断して、市が発令します。 

自らの命は自ら守る意識をもって、適切な避難行動をとってください。 

スニーカー ○  長靴 × ではなく 

状況で選ぶことが大事 

洪水時の避難は、 

水が膝上まできていればスニーカーを 

それでも歩きづらく危険がいっぱいです。 

早めの避難なら、水の浸水がなく長靴で大丈夫です。 

早めの行動が自らの命を守るリスクが少なくなります。 

 

傘は差さずに地面の状況を見る道具に 


